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 JMTO LC 0003に登録されたIIIB、IV期の患者より化学療法開始前に採血し、血清を分離


















 JMTO LC 0003とSWOG 0003との臨床的比較研究においてGandaraらは、OSに関し米国人に
対し日本人が優位に長く、かつ好中球減少等の毒性の発生は日本人に多い事、薬物代謝酵
素遺伝子に関して人種差が存在する事を報告した。更に彼らは、SWOG 0003の検体を用いて
血漿中OPN濃度が治療法に関係なく予後予測因子である事を示した。 
 本研究ではOPN濃度と予後の関係が日本の患者においても観察されるか検討を行った。前
述のような人種差が存在するにも関わらずOPN濃度は予後予測因子である事を確認した。 
 米国の結果と同じく中央値で二分した低OPN濃度患者群は良好なOSとPFSを示した。OPN
は腫瘍浸潤と転移に関係していると報告されている事から高OPN濃度は腫瘍の浸潤を促し
不良な予後を予測する事が示唆されている。 
 SWOGの研究では治療奏効率に関しOPN濃度は有意な予測因子であったが、本研究の解析で
は相関がみられなかった。これは限定された症例数によるものと考えられる。 
 本研究においてはbFGF濃度もまた予後予測因子である事を見出した。 
低OPN濃度かつ高bFGF濃度の群は最も良好な予後を示した。これはbFGF濃度とOPN濃度を
併せ検討する事がより高い予後予測になる事を示唆している。 
 
結 論 
 血清中の低OPN濃度は良好な予後と有意に相関していた。OPNは、将来の非小細胞肺癌の
多国籍臨床試験で検証されるべき予後予測の有用なバイオマーカーである。 
